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鳴門教育大学学長補佐規則

平成２８年 ２ 月１６日

規則第 ６ 号

改正 令和 ４ 年 ３ 月 ９ 日規則第１５号

令和 ６ 年 １ 月１０日規則第 ２ 号

（趣旨）

第１条 この規則は，国立大学法人鳴門教育大学学則（平成１６年学則第１号）第２４条

の２第２項の規定に基づき，鳴門教育大学学長補佐（以下「学長補佐」という。）の職

務，選考方法及び任期等について，必要な事項を定める。

（職務）

第２条 学長補佐は，学長の指示する特定分野に係る事項について，学長及び副学長を補

佐する。

（人数）

第３条 学長補佐は，若干人とする。

（選考）

第４条 学長補佐の選考は，学長が行う。

２ 学長補佐は，教授のうちから選考する。ただし，学長が特に必要と認める場合は，本

学職員以外の者から選考することができるものとする。

（選考の時期）

第５条 学長は，その職に就任したとき，又は次の各号の一に該当する場合に学長補佐の

選考を行う。

(1) 学長補佐の任期が満了するとき。

(2) 学長補佐が辞任を申し出たとき。

(3) 学長補佐が欠員となったとき。

２ 前項第２号及び第３号に該当する場合は，速やかに選考を行うものとする。

（任期）

第６条 学長補佐の任期は２年とし，再任を妨げない。

２ 前項の規定にかかわらず，当該学長補佐を指名した学長の任期の末日を超えることは

できないものとする。

３ 第１項の規定にかかわらず，当該学長補佐の定年退職日，雇用期間又は契約期間の末

日を超えることはできないものとする。

４ 学長補佐が任期満了前に辞任し，又は欠員となった場合の後任者の任期は，第１項の

規定に関わらず，前任者の残任期間とする。

５ 学長が任期途中で離職した場合は，次期学長就任日の前日をもってその任を解くもの

とする。

（細則）

第７条 この規則に定めるもののほか，学長補佐に関し必要な事項は，学長が別に定める。

附 則

この規則は，平成２８年４月１日から施行する。
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附 則

この規則は，令和４年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，令和６年４月１日から施行する。


